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ごぼうの生産・価格・輸出動向
（１）生産動向

中国のごぼうの主産地は、山東省および
江蘇省である（図１）。両省とも作型は春
と秋に分かれており、栽培品種は、柳川理
想などの日本のものが多い（図２、３）。
また、両省とも、春ごぼうは３〜４月には

種、６月中旬または７月に収穫を開始し、
秋ごぼうは、８月上旬には種、11月下旬
または12月に収穫開始となり、収穫後は、
出荷まで低温倉庫で貯蔵される。

なお、本稿中の為替レートは１元＝16円
（2016年６月末日ＴＴＳ相場：15.76円）
を使用した。

主要国の野菜の生産動向等
調査情報部

１　中国

日本が輸入するごぼうの約９割を中国産が占めていることから、今号では、ごぼうの生
産動向等を紹介する。

図１　ごぼうの産地分布図

資料：聞き取りにより機構作成

海外情報
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ア 山東省
山東省のごぼうの主産地および加工地

は、南部の臨
り ん ぎ

沂市蘭陵県（旧蒼
そう

山
ざん

県）に集
中している（図４）。2015年の山東省に
おける作付面積（4000ヘクタール）のう
ち、蘭陵県は８割を占める3200ヘクター
ルであった。統計上は作付面積に増減の見
られない同省のごぼう栽培であるが、現地
の関係者などによると、蘭陵県では、一部
の生産者による他作物への転作や農外就労
に伴う離農などにより、作付面積が減少傾
向にあるとしている（表１）。

蘭陵県以外では、済
さい

寧
ねい

市周辺に分布して

いるが、蘭陵県の生産者によって栽培され
ていることが多く、収穫後は蘭陵県で加工
される。

１戸当たりの作付面積は、10ムー（67
アール：1ムー＝6.7アール）から100ムー

（6.7ヘクタール）となっている。このうち、
まとまった面積で栽培を行っているのは、
２〜３戸の生産者で構成された生産者グ
ループや協同組合組織である合作社であ
る。これらの大規模生産者は、農薬散布お
よび収穫については機械化を進めているほ
か、最盛期には農村の雇用労働力を活用し
ている。
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図２　山東省のごぼう栽培ステージ

図３　江蘇省のごぼう栽培ステージ

資料：聞き取りにより機構作成

資料：聞き取りにより機構作成
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山東省農業庁によると、日本向けの作付
面積が多く、このうち１割弱では、冬期の
日本向け出荷のために施設栽培を行ってい
る。施設栽培の場合、厳冬期の凍霜害を防
止するためにビニールハウスまたは日光温
室での栽培となり、図２の通り、１月から
の収穫となる。

2016年産の春ごぼうについては、６月
中旬に、済寧市の産地で局地的な豪雨によ
るほ場冠水と降

こう

雹
ひょう

で生育初期のものを中心
に被害があった。このため、同市は、収穫
量が１〜２割減少する見込みとしている

（写真）。また、ここ数年、連作ほ場では、
いや地化（注）も起きており、収量の低下が
問題になっている。

（注）連作障害。ごぼうは連作に弱く、減収率は２
〜３年連作の場合で15〜30％、６〜７年連
作の場合で50％以上になる。

図４　山東省のごぼう産地図

表１　山東省のごぼう作付面積、収穫量および単収の推移

年
作付面積（ha） 収穫量（万トン） 単収（トン／ 10a）

前年比 前年比 前年比
2013 年 4,667 16.7% 12 20.0% 2.57 2.8%
2014 年 4,000 ▲ 14.3% 12 0.0% 3.0 16.7%
2015 年 4,000 0.0% 13 8.3% 3.25 8.3%

資料：山東省農業庁
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蘭陵県

写真　ほ場の冠水（左）と降雹害（右）
提供：山東省済寧市中糧農産品投資研究院（中国牛蒡網）

資料：聞き取りにより機構作成
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イ 江蘇省
江蘇省のごぼうの主産地は、徐州市の豊

ほう

県と沛
ぺい

県に集中している（図５）。2015
年の同市の作付面積は前年比6.3％減の
2500ヘクタールであった（表２）。山東
省と異なり、個人生産者が圧倒的に多く、
１戸当たりの作付面積は２〜３ムー（13
〜20アール）となっている。同市農業委
員会によると、ごぼう生産者は、零細経営
で大規模集約化がされていないことから、
山東省のような機械化が進んでおらず、生
産コストの抑制が図れないため、収益性が
低下している。

（２）栽培コスト
2015年の10アール当たりの栽培コス

トについて、山東省蘭陵県のケースを見る
と、土地賃借料、種苗費、農機具費および

人件費の上昇により、2012年比35.7％
増の4290元（６万8640円）となった（表
３）。

図５　江蘇省のごぼう産地図

表２　江蘇省徐州市のごぼう作付面積、収穫量および単収の推移

年
作付面積（ha） 収穫量（万トン） 単収（トン／ 10a）

前年比 前年比 前年比
2013 年 3,200 ▲ 4.0% 7 ▲ 17.6% 2.19 ▲ 14.1%
2014 年 2,667 ▲ 16.7% 8 14.3% 3.0 37.0%
2015 年 2,500 ▲ 6.3% 6.4 ▲ 20.0% 2.56 ▲ 14.7%

資料：徐州市農業委員会

沛県

豊県

表３　ごぼうの栽培コスト（山東省蘭陵県）

項目
2012 年（元／ 10a） 2015 年（元／ 10a） 2015 年／

2012 年比
（増減率）円換算 円換算

土地賃借料 1,200 19,200 1,500 24,000 25.0%

種苗費 333 5,328 338 5,400 1.4%

肥料農薬費 533 8,520 533 8,520 ─

資材費 150 2,400 150 2,400 ─

農機具費 150 2,400 225 3,600 50.0%

人件費 750 12,000 1,500 24,000 100.0%

その他 45 720 45 720 ─

合計 3,161 50,568 4,290 68,640 35.7%

資料：蘭陵県農業局
　注：四捨五入の関係から、内訳と合計などの一部の数値は一致しない。

資料：聞き取りにより機構作成



63野菜情報 2016.8

中でも、人件費は、山東省の最低賃金が
上昇したことにより、2012年の２倍の
1500元（２万4000円）となった。現地
の関係者などによると、大規模生産者や企
業などは、他産業並みの賃金により労働者
の確保を目指しているものの、工場労働な
どに若年の求職者が集まるため、ごぼうに
限らず、野菜栽培における労働力の確保が
課題となっている。

（３）加工コスト
2015年の１トン当たりの１次加工コス

トについて、山東省蘭陵県のケースを見る
と、人件費および管理費が上昇した（表
４）。人件費は、栽培コスト同様、山東省
の最低賃金の上昇によるものであり、管理
費は、人件費に付随して上昇した。

現地の関係者によると、１次加工企業の
中には、加工コストの上昇に伴う収益の低
下を受けて、ごぼう茶や漬け物などの付加
価値製品の加工に移行する動きも見られる
としている。

（４）国内向け出荷・輸出動向
2015年の収穫量は、前年比３％減の

19万4000トンで、国内向けと輸出向け
はほぼ半々であった（図６）。

表４　ごぼうの１次加工コスト（山東省蘭陵県）

項目
2012 年 2015 年 2015 年／

2012 年比
（増減率）

（元／トン） （元／トン）
円換算 円換算

人件費 818 13,088 1,091 17,456 33.4%

包装資材費 600 9,600 600 9,600 ─

光熱水道費 100 1,600 100 1,600 ─

管理費 68 1,088 91 1,456 33.8%

輸送費 30 480 30 480 ─

減価償却費 300 4,800 300 4,800 ─

合計 1,916 30,656 2,212 35,392 15.4%

資料：蘭陵県農業局
　注：四捨五入の関係から、内訳と合計などの一部の数値は一致しない。

図６　ごぼうの仕向け先別出荷量（国内向けおよび輸出）
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資料：山東省済寧市中糧農産品投資研究院（中国牛蒡網）、中国海関
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ア 国内向け
中国においてごぼうは、従来よりごぼう

茶としての需要はあったものの、日本のよ
うな野菜として消費する習慣がなかったこ
とから、国内需要は低かった。しかし、近
年の健康志向の高まりにより、食物繊維が
豊富な野菜として、炒めものや漬け物とし
ての消費が増加したことから、国内需要が

高まりつつある。このため、市場の動向に
よっては、輸出向け生産者が国内市場に出
荷する場合がある。

イ 輸出向け
ごぼうの主な輸出先は日本と韓国であ

り、両国で輸出量の９割以上を占めている
（表５）。

最大の輸出先国である日本は、加工・業
務用を中心に安定した需要がある。もとも
と中国におけるごぼう栽培は、日本の実需
者による栽培・加工指導により産地が形成
されてきたことから、規格についても日本
の需要に合わせたものとなっている（表
６）。なお、食物繊維の有用性により需要
が高まっている韓国向けについても、日本
向けの規格が使用されている。

仕向け先ごとの直径等級を見ると、日本
向けは、実需者の要望により、加工しやす
く比較的食感が軟らかいＬ〜２Ｌが中心で
あるのに対し、韓国向けは、食物繊維が豊

富なことを訴求できる２Ｌ〜３Ｌが多い。

表５　ごぼう輸出動向

輸出先
2014 年 2015 年 2016 年 1 − 4 月

数量
（トン）

金額（万米ドル） 数量
（トン）

金額（万米ドル） 数量
（トン）

金額（万米ドル）
円換算（百万円） 円換算（百万円） 円換算（百万円）

日本 44,087 2,755 2,827 42,553 1,921 1,970 14,703 782 803

韓国 42,612 3,914 4,016 39,641 2,987 3,064 11,454 1,076 1,104

その他 7,207 434 445 6,347 388 398 1,681 101 103

合計 93,906 7,103 7,288 88,541 5,295 5,433 27,838 1,959 2,010

資料：中国海関

表６　輸出向けごぼうの規格表
等級 規格

長さ等級
A 70cm 以上
B 40cm 以上 70cm 未満
C 20cm 以上 40cm 未満

直径等級

３L 3.5 cm 以上 4.5 cm 未満
２L 3.0 cm 以上 3.5 cm 未満
L 2.5 cm 以上 3.0 cm 未満
M 2.2 cm 以上 2.5 cm 未満
2M 1.8 cm 以上 2.2 cm 未満
S 1.5 cm 以上 1.8 cm 未満

２S 1.2 cm 以上 1.5 cm 未満

資料：聞き取りにより機構作成



65野菜情報 2016.8

（１）ブロッコリー、レタスおよびセルリー
の生産動向

ア ブロッコリー
（ア）作況および作付面積

2016年５月末から６月初旬にかけて、
スタニスラウス郡およびモントレー郡でブ
ロッコリーの収穫が行われていた（図１）。

サリナスバレーでは、例年より涼しい春と
なったため、やや品薄傾向にあった。不安
定な天候が続いていることから、今後の作
況を懸念する生産者も少なくない。

なお、本稿中の為替レートは、１米ドル＝
104円（2016年６月末日ＴＴＳ相場：
103.91円）を使用した。

（イ）生産者価格
2016年４月のブロッコリーの生産者価

格は、出荷量が不安定であったことから、
上昇傾向で推移したものの、１キログラム
当たり0.87米ドル（90円）と前年同月を

22.3％下回った（表1）。また、メモリア
ルデー（5月30日）に向けた需要の高ま
りにより5月末の時点では1カートン（14
個）当たり15〜16米ドル（１キログラム
当たり150〜160円）となった。

２　米国

米国からは、日本への輸出が多いブロッコリー、レタスおよびセルリー（セロリ）（以下
「セルリー」という）について、それらの主産地であるカリフォルニア州を中心とした生産動
向を紹介する。また、トピックスとして、残留農薬および農薬使用の状況について概説する。

フレズノ郡

モントレー郡

スタニスラウス郡

ベンチュラ郡

サンタバーバラ郡

サンルイスオビスポ郡

図１　カリフォルニア州の地図

資料：機構作成
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（ウ）対日輸出動向
2016年４月のブロッコリーの対日輸出

量は、前年同月比17.5％減の3024トン

となった。輸出単価は１キログラム当たり
1.20米ドル（125円）と、前年同月比で
やや上昇した（表２）。

（エ）東京都中央卸売市場の入荷量および価格
2016年４月の東京都中央卸売市場の米

国産ブロッコリーの入荷量は、前年同月比
2.4％減の162トンであった。平均価格は
１キログラム当たり353円（前年同月比
19.4％安）と、前月と比べかなり大きく

上昇し、2016年で最高値となった（表３）。
４月に同市場で最も入荷量が多かったブ
ロッコリーは埼玉県産（710トン）であ
り、価格は米国産を大幅に上回る１キログ
ラム当たり475円であった。

イ　レタス
（ア）作況および作付面積

６月中旬、モントレー郡ではレタスの収
穫が行われていた。サリナスバレーの生産
者によれば、例年に比べ強風による被害が
多く、また、結球レタスの単収は、かびや
葉の褐色化により、芳しくない状況にある。
５月末の時点では、不安定な天候の影響で、
地域やほ場による出荷量のバラツキが大き
いと報告されている。

（イ）生産者価格
2016年4月の結球レタスの生産者価格

は、供給量の増加により１キログラム当た
り0.46米ドル（48円）と、前年同月を
10％下回ったものの、供給過剰がやや緩
和されたことにより前月より上昇した（表
４）。５月末から６月初旬にかけては、高
い水準で推移していたが、その後、カナダ
産の入荷が始まり、供給量増加により下落
した。６月２週目には、結球レタスは１カー

表１　全米の生鮮ブロッコリー生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

生産者価格 1.12 1.20 0.76 0.84 1.10 1.26 1.28 1.43 1.87 1.12 0.59 0.68 0.87

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表２　米国産ブロッコリーの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

輸出量 3,667 2,355 2,270 2,313 1,961 1,986 1,119 619 167 648 1,561 2,562 3,024
輸出額 4,216 2,731 2,832 2,932 2,580 2,710 1,485 794 240 738 1,916 2,980 3,630
単　価 1.15 1.16 1.25 1.27 1.32 1.36 1.33 1.28 1.44 1.14 1.23 1.16 1.20

資料：米国農務省海外農務局（USDA/FAS GATS Database）

表３　東京都中央卸売市場の米国産ブロッコリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

入 荷 量 166 174 174 172 159 142 126 55 18 4 33 178 162
卸売価格 438 356 354 342 351 435 416 306 173 331 335 314 353

資料：東京都中央卸売市場
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トン当たり11米ドル（１キログラム当た
り50円）、ロメインレタスは15米ドル（同

69円）、グリーンリーフレタスは10米ド
ル（同46円）で取引された。

（ウ）対日輸出動向
2016年４月の結球レタスの対日輸出量

は、前年同月比14.3％増の120トンであ
り、輸出単価は1キログラム当たり1.43米
ドル（149円）であった（表５）。一方、

その他レタスは、輸出量は前年同月比
66.7％減の６トンであり、輸出単価は１
キログラム当たり1.83米ドル（190円）
であった（表６）。

（エ）東京都中央卸売市場の入荷量および価格
2016年４月の東京都中央卸売市場の結

球レタス以外の米国産レタス（ロメインレ
タス、フリルレタスなど）の入荷量は、前
年同月比54.9％減の0.46トン、卸売価格

は同60.9％高の１キログラム当たり518
円であった（表７）。一方、2016年２月
および３月にわずかながら入荷のあった結
球レタスは、同年４月には入荷がなかった。

表４　全米の結球レタスの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

生産者価格 0.51 0.55 0.67 0.41 0.79 1.08 0.76 1.32 1.14 0.93 0.46 0.34 0.46

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表７　東京都中央卸売市場の米国産レタスの入荷量および平均卸売価格（結球レタス以外）
（単位：トン、円/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

入 荷 量 1.02 1.10 1.17 0.18 0.03 0.43 0.60 0.41 0.44 0.36 6.03 0.48 0.46
卸売価格 322 330 338 410 410 427 410 445 413 518 535 518 518

資料：東京都中央卸売市場

表５　米国産レタスの対日輸出量および輸出額（結球レタス）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

輸出量 105 241 195 411 308 251 299 182 49 128 176 144 120
輸出額 123 324 263 473 384 292 306 207 51 144 208 203 171
単　価 1.17 1.34 1.35 1.15 1.25 1.16 1.02 1.14 1.04 1.13 1.18 1.41 1.43

資料：米国農務省海外農務局（USDA/FAS GATS Database）

表６　米国産レタスの対日輸出量および輸出額（結球レタス以外）　
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

輸出量 18 4 4 9 14 46 55 4 22 68 64 24 6
輸出額 58 10 7 17 22 109 71 6 42 81 135 87 11
単　価 3.27 2.27 1.74 1.79 1.54 2.36 1.29 1.68 1.95 1.20 2.10 3.57 1.83

資料：米国農務省海外農務局（USDA/FAS GATS Database）
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ウ　セルリー
（ア）作況および作付面積

６月初旬、セルリーは、ベンチュラ郡オッ
クスナードおよびサンタバーバラ郡サンタ
マリアから出荷された。サリナスバレーか
らの出荷は、例年よりやや遅れ、６月の２
週目から徐々に開始された。現在出荷され
ているセルリーの品質は、おおむね良好と
報告されている。

（イ）生産者価格
2016年４月のセルリーの価格は、前年

同月比7.3％高の１キログラム当たり0.44
米ドル（46円）となったものの、需給緩
和により下落した３月とほぼ同水準となっ
た（表８）。５月中旬から６月中旬にかけ
て、セルリーの価格は下落傾向にあり、６
月の２週目の時点では、オックスナード産
は１カートン（24茎）当たり約7米ドル

（１キログラム当たり27円）、サリナスバ
レー産は約８米ドル（同31円）で取引さ
れていた。

（ウ）対日輸出動向
2016年４月のセルリーの対日輸出量

は、前年同月比14.5％増の672トンであっ
た。また、輸出単価は前年同月比18.2％

高の１キログラム当たり0.78米ドル（81
円）となり、前月に続き今年の最安値を更
新した（表９）。

（エ）東京都中央卸売市場の入荷量および価格
2016年４月の東京都中央卸売市場の米

国産セルリーの入荷量は、前年同月比
25.7％減の26トンとなった。一方、価格
は1キログラム当たり215円と、前年同月
を17.5％上回ったものの、大幅に下落し

た前月からさらに値を下げた（表10）。な
お、同月に同市場で最も入荷量が多かった
セルリーは静岡産（516トン）であり、価
格は米国産を47.9％上回る１キログラム
当たり318円であった。

表８　全米の生鮮セルリー生産者価格 
（単位：米ドル/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

生産者価格 0.41 0.59 0.39 0.38 0.52 0.50 0.62 0.89 1.32 1.48 0.66 0.41 0.44

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表９　米国産セルリーの対日輸出量および輸出額　
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

輸出量 587 1,024 828 413 501 654 423 444 230 332 451 788 672
輸出額 385 662 516 287 311 447 282 324 166 319 387 661 526
単　価 0.66 0.65 0.62 0.69 0.62 0.68 0.67 0.73 0.72 0.96 0.86 0.84 0.78

資料：米国農務省海外農務局（USDA/FAS GATS Database）
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表10　東京都中央卸売市場の米国産セルリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2015年 2016年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

入 荷 量 35 35 39 38 38 32 32 24 25 13 15 23 26
卸売価格 183 179 187 188 194 187 189 171 178 290 309 228 215

資料：東京都中央卸売市場

（２）トピックス
　　〜残留農薬および農薬使用の状況〜
ア　残留農薬

米国では、農薬の登録や使用方法は連邦
殺虫剤・殺鼠剤法（ＦＩＦＲＡ）、食品中
の残留農薬基準は連邦食品医薬品化商品法

（ＦＦＤＣＡ）により規制されている。他
方、米国農務省農業マーケティング局 

（ Ｕ Ｓ Ｄ Ａ ／ Ａ Ｍ Ｓ） は、 Ｕ Ｓ Ｄ Ａが
1991年から実施している農薬データベー
スプログラム（ＰＤＰ）のもとで、主要
10州の農務事務所と連携し、生産または
輸入された農作物（加工品を含む）の年間
約１万件のサンプルから残留農薬値のデー
タベース化を行い、毎年公表している。サ
ンプルの中には、通常の作物や加工品の他
に、オーガニックまたは無農薬といった表
示のある食品も対象となっている。

残留農薬の値は、現在までのデータベー
ス で の99 ％ の サ ン プ ル で 環 境 保 護 庁 

（ＥＰＡ）が定める許容量以下となってお
り、人間にリスクを与えない水準とされて
いる。なお、この結果は、対象品目に対し
て法的拘束力を持っておらず、経過を観測
するためのデータベースとして活用されて
おり、これらのデータを基にＥＰＡは、米
国民の食事のリスク評価を行っている。他
方、米国食品医薬品局（ＦＤＡ）が独自に
実施するモニタリング調査では、許容量を
超えた、または使用が禁止されている農薬
が検出された食品は、流通停止となる。

2016年１月に公表された2014年の
データベースでは、りんご、サーモン、コ
メなど26品目、計１万619件のサンプル
が採取された。品目は、EPAおよびFDA
と協議の上、５年ごとに見直され、国民が
最もよく消費する食品、特に乳幼児や子供
が消費する食品に重点が置かれている。食
品は、生鮮のみならず、液状、冷蔵、冷凍
なども対象となり、国産の割合は75.5％
であった。全米８カ所の試験所で検査され
た結果、サンプルの99％がEPAの定める
許容量を下回った。また、残留農薬が許容
量を超えたのは、全体の0.36％であり、
その半分は輸入品であった。

また、ブロッコリーおよびセルリーの場
合、それぞれサンプルの88％、96％は国
産であり、残りはメキシコおよびカナダか
らの輸入品であった。ブロッコリーの2サ
ンプルでは、ＥＰＡが定めた許容量を超え
る残留農薬が検出された一方で、セルリー
については、すべてのサンプルで残留農薬
が検出されなかったもしくは許容量以下で
あった。

イ　農薬使用状況
米国農務省全米農業統計局（ＵＳＤＡ／

ＮＡＳＳ）は、農薬使用プログラムの下で、
1990年から農場における農薬などの使用
状況に関する調査を行っている。対象品目
は青果、花き、綿花、トウモロコシ、大豆、
ばれいしょなどである。同調査に用いる
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データは、各作物の主要生産州において、
調査に協力する生産者から収集されるが、
州によっては農薬使用の詳細な報告が義務
付けられている。カリフォルニア州では、
生産者は郡農業コミッショナー（ＣＡＣ）
に毎月、作物ごと、農薬ごと、面積ごとの
使用量および散布回数などの報告を義務付
けており、収集した情報をＮＡＳＳに提供
している。

調査結果は公表され、ＥＰＡ、各州政府、
農薬会社などがそれぞれの活動のために利

用されている。農薬使用プログラムでは、
農薬の使用状況だけでなく、肥料の使用状
況および害虫対策状況といった情報もデー
タベース化されている。

過去10年間の各作物の農薬使用量を見
ると、使用量が最も多いのがレタスであり、
たまねぎが続く。ＵＳＤＡによると、農薬
の使用量は、作物の価格変動、栽培面積、
天候、規制、遺伝子組み換え種子の導入な
どにより変動するとしている。




